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道
路
交
通
惰
報
調
査
に

　
　
　
　
　
　
ご
協
力
下
さ
い

　
こ
の
調
査
は
建
設
省
、
運
輸
省
及
び

県
が
実
施
す
る
も
の
で
、
自
動
車
を
所

有
し
て
い
る
人
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

利
用
し
て
い
る
か
を
出
発
地
、
目
的
地

運
行
の
目
的
等
に
つ
い
て
調
査
し
、
今

後
の
道
路
整
備
を
進
め
て
ゆ
く
基
礎
資

料
と
す
る
も
の
で
す
。
調
査
の
方
法
は

対
象
車
を
抽
出
し
、
所
有
者
に
対
し
て

10
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
の
間
に
調
査

員
が
直
接
家
庭
に
う
か
が
い
説
明
し
ま

す
の
で
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
俳
句

岩
水
の
は
し
る
を
横
ぎ
る
子
持
ち
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
久
子

朝
顔
の
に
っ
こ
り
初
め
し
日
早
起
き
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栄
　
山

鎌
研
ぐ
は
吾
が
得
意
業
峡
田
刈
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
泉

長
雨
に
稲
の
お
く
れ
の
目
立
ち
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
人

か
か
し
ほ
ど
の

　
　
　
　
　
疲
か
れ
を
か
ぶ
り
旅
終
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
の
え

木
を
叩
く
あ
そ
び
栃
の
実
ひ
そ
ま
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
涼
子

虫
の
音
に
血
縁
う
す
し
女
の
過
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ウ

い
つ
も
蟻
の
股
間
ふ
る
わ
す
大
爆
布

消費生活ニュース
ー安全なガスの使い方一

ガスには天然ガス、プロパンガ

、都市ガスがあります。　　　合格
然ガスとプロパンガスは、一酸
炭酸素が含まれていないので、
毒の心配はありませんが、可燃
囲が低いため少量で爆発します。　　　J　I　A

密性のよい構造のしっかりした
物の場合、爆発の威力は大きく
ります．使わないとき、就寝や　　L　Pガス用

出のときは、元栓をしめましょう。
都市ガスは14種類、プロパンガスは2種類あり、種
により使用できる器具が違いますので、転居、ガス
換の際は器具の調整が必要です。
都市ガスでは6品目、プロパンガスでは11品目がT
マーク、L　P　Gマークつきの検査合格品でなければ
売できないことになっています。指定以外の品でも
主検定マークつきのものがあります。購入の際は、
一ルの有無の確認を。

　
　
　
　
　
　
ス
天
化
中
範
気
建
な
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
泉

し
と
し
と
と

　
　
　
雨
の
炎
え
か
た
萩
の
炎
え
か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梢
陽

新
キ
ャ
ベ
ツ

　
　
　
農
婦
の
し
あ
わ
せ
き
ざ
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
独
山

中
里
文
芸
九
月
投
稿

▽
短
歌

朽
ち
ま
じ
と
老
ゆ
る
心
に
鞭
打
ち
つ

　
　
　
今
朝
も
寝
覚
め
を
筆
に
親
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
ノ
川
玉
治

不
気
味
な
る
燃
え
さ
か
る
音
空
を
突
く

　
　
　
　
　
八
百
年
の
古
木
焼
け
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
ケ
ン

清
ら
か
に
今
日
を
生
き
た
し
露
を
お
く

格
G
A

　
　
ロ
ー

合
T
J

　ガスには天然ガス、アロバンガ
ス、都市ガスがあります。
天然ガスとプロパンガスは、一酸
化炭酸素が含まれていないので、
中毒の心配はありませんが、可燃
範囲が低いため少量で爆発します。

気密性のよい構造のしっかりした
建物の場合、爆発の威力は大きく
なります。使わないとき、就寝や
外出のときは、元栓をしめましょ
　都市ガスは14種類、プロパンガ
類により使用できる器具が違いま
転換の際は器具の調整が必要です
　都市ガスでは6品目、プロパン
Gマーク、L　P　Gマークつきの検
販売できないことになっています
自主検定マークつきのものがあり
シールの有無の確認を。

安全装置の確認
　口火立ち消え防止の安全装置や
空だき防止装置が51年から義務づ
けられています。古いもので装置
がついていないものは、使用に注
意が必要です。誤って空だきして
しまったら、必ず点検をしてから
再使用をしましょう。
ゴム管の点検
　ゴム管は確実に器具・栓に差し
ンドをしましょう。

　使用期間は、2～3年が限度で
確めましょう。油汚れなどが付着
ります。未使用コックには、ゴム

　
　
　
リ
ン
ド
ウ
一
枝
挿
し
て
希
は
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
タ
マ
子

夕
映
え
の
浜
辺
に
立
ち
て
頬
寄
せ
る

　
　
　
孫
の
前
髪
や
さ
し
く
ゆ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
涌
井
夕
力

老
い
ま
せ
ば
子
に
従
ふ
と
ふ
る
さ
と
を

　
　
　
出
で
行
く
母
よ
老
は
寂
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
紗

並
び
ゐ
る
三
十
三
佛
そ
の
中
に

　
　
　
亡
母
の
面
か
げ
見
す
る
像
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
田
真
津

姑
母
逝
き
て
十
五
年
経
ぬ
淋
し
さ
を

　
囲
碁
に
あ
ず
け
て
舅
父
は
す
こ
や
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
か
は
し

純
情
の
日
は
遠
く
去
り
容
赦
な
く

　
　
変
動
す
る
世
に
処
す
る
明
け
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
斉
喜
京
子

）　a」　つ　／』』つ、　池■y　，贋『、弔尺『‘　）　㌧　んダリ　　　　　　　　ー『■■■■■圃一一

再使用をしましよう。　　　　　都市ガス用
ゴム管の点検
　ゴム管は確実に器具・栓に差し込み、必ずホースバ
ンドをしましょう。
　使用期間は、2～3年が限度です。時おり点検して
確めましょう。油汚れなどが付着すると寿命は短くな
ります。未使用コックには、ゴムキャップをかぶせま
しょう。

換気に注意
　風呂には煙突、換気口を、また湯沸器とコンロ使用
中は、換気扇をまわしましょう。
　ガスもれに気づいたら、まず窓を開け、ガス栓をし
めます。火気はもちろん、換気扇のスイッチを入れる
のは厳禁です・都市ガスは軽く上に、プロパンは重い
ので床にたまります。

十
月
の
休
日
救
急
医

＋
月
五
日
㈲

中
条
病
院
北
原

　
　
圃
七
－
三
〇
一
八

上
村
病
院
田
中

　
　
㈲
二
一
一
一

一
冒
働

体
育
の
日

大
島
医
院
川
原
町

　
　
㈲
二
⊥
充
五
七

三
日
㈲

山
口
医
院
軒
棘
通
り

　
　
圃
五
－
二
〇
〇
三

一
九
日
㈲

千
手
診
療
所
酬
姻
胴

　
　
圃
八
－
二
〇
三
四

津
南
病
院
大
割
野

　
　
㈲
五
⊥
三
六
一

柔
日
㈲

水
沢
診
療
所
土
市
第
三

　
　
㈲
八
⊥
δ
三
九

上
村
病
院
は
救
急
指
定
病
院
で
す
。

人
生
往
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年
令

（
八
四
）

（
究
）

（
七
七
）

来　1
　　毯

羽
鳥
重
七
郎

善
意
を
あ
り
が
と
う

　
倉
俣
の
大
島
清
さ
ん
は
、
米
寿
の
祝

儀
返
し
に
と
五
万
円
を
村
の
社
会
福
祉

協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

作
業
停
電
の
お
知
ら
せ

0
1
0
日
14
日
午
前
9
時
～
午
後
1
時

　
　
高
道
山
、
朴
木
沢
、
桔
梗
原

0
1
0
月
20
日
午
前
12
時
～
午
後
4
時

　
　
田
沢
本
村
の
一
部
、
芋
沢

0
1
0
月
28
日
午
前
8
時
～
午
後
1
時

　
　
新
里
、
原
町

部
落

　
桂

田
　
代
葎
沢

朴
木
沢

高
道
山

通
り
山
宮
中

如
来
寺
芋
沢

部
落

下
　
山

田
　
代

新
屋
敷
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私たちの村
人　口 7，177（＋4）

男 3，549（一1）

女 3，628（＋5）

世帯数 1，651（±O）
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　村の今年の稲作々況指数は75とみこまれ、

例年を大幅に下回る作柄となった。

　ミ冷夏モの影響は標高400M以上の高地に著’

しくあらわれており、なかでも700Mをこえる

土倉の猫石地区では収穫皆無の心配さえでて

いる。こうした事態に対し、村では9月22日

にr中里村農作物冷害対策本部」を設置し、

農家救済を中心とした7項目にわたる対策を

すすめている。

作況指数75

冷害対策本部を設置



ミ
ゆ
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今
年
で
四
回
目
を
迎
え
る
「
中
里
村

芸
術
祭
」
が
次
の
要
領
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
公
民
館
で
は
多
く
の
出

品
作
品
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

期
日
　
11
月
1
日
～
3
日

　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
5
時

会
場
　
中
里
村
総
合
セ
ン
タ
；

搬
入
　
10
月
30
日
正
午
ま
で

　
但
し
、
生
花
は
3
1
日
午
後
7
時
ま
で

作
品
　
書
道
、
写
真
、
絵
画
、
生
花
、

　
手
工
芸
品
と
し
、
出
品
点
数
に
制
限

　
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
未
発
表
作
品
に

　
限
り
ま
す
。

出
品
料
　
不
要
で
す
。

搬
出
　
n
月
4
日
午
前
9
時
か
ら

保
管
責
任
　
出
品
作
品
は
で
き
る
だ
け

　
保
護
し
ま
す
が
、
公
災
害
に
伴
う
事

　
故
に
つ
い
て
は
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
。

参
加
資
格
　
中
里
村
在
住
、
勤
務
者
に

限
り
ま
す
。

参
加
賞
　
出
品
者
に
は
参
加
賞
を
差
し

　
あ
げ
ま
す
。

そ
の
他
　
各
部
門
と
も
表
装
（
仮
装
で

　
も
よ
い
）
、
額
装
、
台
紙
添
付
等
必

　
ず
展
示
で
き
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

　
出
品
作
品
に
つ
い
て
は
、
審
査
は
行

　
い
ま
せ
ん
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
県
で
は
消
防
法
第
十
三
条
の
三
の
規

定
に
基
づ
く
危
険
物
取
扱
者
試
験
を
次

の
通
り
実
施
し
ま
す
。

試
験
の
種
類

　
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
全
類
）

　
丙
種
危
検
物
取
扱
者
試
験

試
験
期
日

　
n
月
16
日
㈹
午
前
9
時
30
分
か
ら

　
丙
種
は
n
時
、
乙
種
は
n
時
半
ま
で

試
験
場
所

　
小
千
谷
西
高
校
　
小
千
谷
市
城
内
三

　
長
岡
工
業
高
校
　
長
岡
市
幸
町

　
城
東
中
学
校
　
　
上
越
市
本
城
町

受
験
資
格

　
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験
は
製
造
所

　
等
に
お
い
て
危
険
物
取
扱
の
実
務
経

　
験
を
六
ケ
月
以
上
肴
す
る
者
。

　
丙
種
を
受
験
す
る
者
は
実
務
経
験
は

要
し
な
い
。

受
験
手
数
料

　
乙
種
二
千
円
　
丙
種
千
六
百
円

願
書
の
受
付
期
間

　
10
月
17
日
～
10
月
23
日
ま
で

願
書
の
提
出
先

　
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町

　
県
総
務
部
消
防
防
災
課
危
険
物
係
宛

そ
の
他

　
願
書
は
十
日
町
地
域
消
防
本
部
に
用

－
行
政
相
談
週
間
1

　
意
し
て
あ
り
ま
す
。

　
又
、
県
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
こ

の
試
験
の
た
め
の
受
験
準
備
講
習
会
を

次
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。

期
　
日
会
場

対
象
者

受
講
料

申
し
込
み
期
間

の
七
日
前
ま
で
に
十
日
町
地
域
消
防
本

部
予
防
課
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

10
月
23
日
～
24
日

南
魚
沼
高
等
職
業
訓
練
校

乙
種
第
四
類
の
危
険
物
取
扱

者
試
験
の
受
験
者
。

危
険
物
協
会
．
員
　
二
千
円

非
協
会
員
　
　
　
四
千
円

　
　
　
受
講
希
望
者
は
講
習

行
政
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す
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　10～11月の講座案内
一知ろう、語ろう、考えよう！一

　10月～11月の各講座が次の日程で開か

れます。おさそいあわせのうえ、あなた

もぜひ参加して下さい。

　　　家庭教育講座
10月23日　午後1時半

　　　　　r親子とはなにか」

　　　　講師　若月　義郎氏
11月21日　午後1時半

　　　　　r子供の恋」

　　　　講師　栃倉　典氏

　　　婦人教養講座
10月21日　午前9時半

　　　　　r村内めぐり」

着50名。申込みは10月15日までに公民

人
午
「
込
～
憲
午
「
講

　
　
　
　
　
）
未

　
　
　
　
　
9
3
ス
日

　
　
　
　
名
2
4
一
18

　
　
　
　
　
電
コ
月

　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
先
館

後1時半

話し方教室」

師　田中　正巳氏

　　　　村民教養講座
日と講師は未定ですが、これからの4回

の予定は次の通りです。

　　10月　「きのこの知識」

　　　　　一現地学習と試食会一
　　11月　　r年中行事と食事」

　　12月　　r百人一首解説j

　　2月　r税金とくらし」

　
行
政
管
理
庁
が
行
っ
て
い
る
行
政
相

談
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
苦
情
等

の
申
出
に
応
じ
、
皆
さ
ん
と
役
所
の
問

に
た
っ
て
中
立
、
公
平
な
立
場
か
ら
解

決
を
図
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
十

分
検
討
し
て
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
行
政
管
理
庁
で
は
、
昭
和

五
十
二
年
度
か
ら
毎
年
度
「
行
政
相
談

週
間
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
本

年
度
は
、
来
る
十
月
十
二
日
か
ら
十
八

日
ま
で
の
一
週
間
を
「
行
政
相
談
週
問
」

と
定
め
全
国
一
斉
に
各
種
の
行
事
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
中
里
村
で
は
、
十
月
十
七
日
㈹
午
前

十
時
か
ら
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
行
政
相
談
所
を
開
設
し
、
行
政
相
談

員
山
田
正
平
さ
ん
（
電
二
〇
三
六
）
及

び
新
潟
行
政
監
察
局
の
係
官
が
相
談
に

応
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
悶
題
は
一

人
で
悩
ま
ず
に
こ
の
機
会
に
「
行
政
相

談
」
を
ご
利
用
下
さ
い
。
ま
た
、
行
政

相
談
員
が
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
ま
す

の
で
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
堅
く
守
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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出
稼
ぎ
者
援
護
事
業
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
さ
れ
ま
す

　
本
年
度
は
県
の
補
助
を
受
け
て
、
出

稼
ぎ
者
を
対
象
と
し
た
援
護
事
業
を
実

施
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
事
業
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
出
稼
ぎ
労
働
者
就
労
懇
談
会
の
開
催

　
本
年
度
は
関
東
方
面
に
出
稼
ぎ
す
る

人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
内
容
は
、

村
長
等
を
交
え
て
懇
談
会
と
懇
親
会
を

開
く
も
の
で
、

期
日
　
5
6
年
2
月
12
日
㈲

場
所
　
上
野
池
の
端
、
法
華
ク
ラ
ブ

参
加
費
　
一
人
二
千
円
で
、
参
加
申
し

込
み
は
出
稼
ぎ
さ
れ
て
か
ら
募
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

二
、
出
稼
ぎ
労
働
者
指
導
資
料
の
送
付

　
出
稼
ぎ
だ
よ
り
等
の
送
付
を
無
料
で

受
け
ら
れ
ま
す
。

三
、
地
方
新
聞
の
送
付

　
十
日
町
新
聞
の
送
付
を
無
料
で
う
け

ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
等
の
事
業
の
対
象
と
な
る
に
は

出
稼
ぎ
を
す
る
事
業
所
名
、
住
所
等
が

必
要
で
す
。
出
稼
ぎ
す
る
前
に
必
ず
役

場
社
会
課
に
寄
っ
て
下
さ
い
。

郵
便
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

◎
加
入
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
簡
易
生
命
保
険
約
款
等
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
九
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
改
正
事
項
は
、
加
入
年
令
の

引
上
げ
、
保
険
料
の
引
下
等
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
特
に
、
保
険
料
は
昨
年
九

月
男
女
別
に
定
め
ら
れ
、
全
種
類
に
わ

た
っ
て
平
均
五
・
〇
一
％
引
下
げ
が
行

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
回
、
再
度

の
引
下
げ
と
い
う
こ
と
で
お
客
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
け
そ
う
で
す
。

　
以
下
、
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

一
、
加
入
年
齢
の
引
上
げ

　
平
均
寿
命
の
伸
び
に
伴
い
、
保
障
を

必
要
と
す
る
年
限
が
上
移
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
加
入
者
の
保
険
需
要
に

応
え
、
加
入
年
齢
の
上
限
を
引
上
げ
ま

し
た
。

二
、
保
険
料
の
引
下
げ

　
昨
年
九
月
の
保
険
料
引
下
げ
は
、
予

定
死
亡
率
、
付
加
保
険
料
の
改
正
に
ょ

る
も
の
で
し
た
が
、
簡
易
保
険
の
運
用

利
回
り
が
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る
こ

と
等
か
ら
、
保
険
期
間
を
二
十
年
と
す

る
養
老
保
険
に
つ
い
て
は
、
予
定
利
率

を
五
％
か
ら
五
・
五
％
に
引
き
上
げ
、

保
険
料
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。

　
　
1
0
1
0
1
0

　
郵
政
省
の
簡
易
保
険
で
は
、
加
入
者

に
対
す
る
福
祉
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

毎
年
、
各
地
で
無
料
巡
回
診
療
を
行
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、
重
地
々
区

に
お
い
て
左
記
の
日
時
に
行
な
わ
れ
ま

す
。
御
希
望
の
方
は
当
日
ご
来
場
下
さ

　
　
　
長
寿
を
祝
っ

い
。
又
、
当
日
会
場
で
は
簡
易
保
険
相

談
所
も
設
置
さ
　
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ

て
ご
利
用
下
さ
い
。

日
時
　
10
月
22
日
午
前
9
時
～
3
時
半

場
所
重
地
公
民
館

　
※
健
康
保
険
証
書
を
持
参
下
さ
い
。

　
　
　
て

老
人
福
祉
大
会
終
る

　
昨
年
ま
で
村
内
六
会
場
に
わ
か
れ
て

開
か
れ
て
い
た
敬
老
会
を
、
今
年
か
ら

一
会
場
に
ま
と
め
た
形
で
の
「
老
人
福

祉
大
会
」
が
、
去
る
十
五
日
、
田
沢
中

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

山岸　リョ（堀之内）
村山　　苗（宮　中）
吉楽フジノ（宮　中）

90才被表彰者
　　根津　ッル（上　山）
　　大島　トラ（干　溝）
　　渡辺　イセ（高道山）
　　鈴木　俊三（重　地）
　　吉楽　栄松（宮　中）

95才以上被表彰者
　　岡村　ナカ（山　崎）
　　富井　スイ（市之越）
　　鈴木　三蔵（重　地）

88才被表彰者
　　大島　ラク（芋　沢）
　　広田のぷえ（田　中）
　　広田　　醇（小　原）
　　樋ロチャウ（小　原）
　　広田　キノ（荒　屋）
　　樋ロ　幸平（荒　屋）
　　渡辺　ヤヲ（高道山）
　　桑原　クニ（東田尻）
　　南雲　リク（芋　川）
　　鈴木　ミネ（芋　川）
　　志田　イシ（倉　俣）
　　高橋与八郎（倉　俣）
　　高橋　マツ（倉　俣）
　　高橋　サタ（新屋敷）

　
こ
の
大
会
に
は
、
七
十
才
以
上
の
対

象
者
八
一
三
名
の
う
ち
四
六
七
人
が
参

加
、
上
の
方
々
が
長
寿
の
表
彰
を
う
け

ま
し
た
。

間
伐
木
選
定
競
技
会
が

　
　
　
　
　
　
ひ
ら
か
れ
ま
す

　
村
内
で
は
、
間
伐
期
（
20
～
30
年
生
）

を
迎
え
て
い
る
森
林
が
二
六
〇
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
も
達
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
多

く
は
充
分
な
手
入
れ
が
な
さ
れ
な
い
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
間
伐
は
、
造
林
し
た
森
林
の
保
育
や

保
護
を
目
的
と
し
て
お
り
、
優
良
な
造

林
地
に
導
く
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
大
切
な
作
業
の
ひ
と
つ
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
間
伐
推
進
を
図
る
と
と

も
に
適
正
な
間
伐
木
選
定
技
術
の
習
得

を
ね
ら
い
と
し
て
、
十
日
町
地
区
林
業

改
良
協
会
主
催
に
よ
る
競
技
会
が
開
か

れ
ま
す
の
で
、
多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

期
日
10
月
22
日
㈱

　
　
　
　
　
　
午
前
9
時
～
午
後
2
時

　
申
込
み
　
10
月
18
日
ま
で
に
十
日
町

　
　
　
　
　
森
林
組
合
へ
電
話
で
。

　
　
　
　
　
葡
十
日
町
八
－
三
一
一
五

　
交
通
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
午
前

　
　
　
　
8
時
半
出
発
（
マ
イ
ク
ロ
バ

　
　
　
　
ス
で
送
迎
）

　
会
場
　
学
習
会
（
川
地
公
民
館
）

　
　
　
　
競
技
会
場
（
十
日
町
市
内
Y

　
そ
の
他
　
昼
食
、
筆
記
用
具
は
各
自

　
　
　
　
　
持
参
し
て
下
さ
い
。

交
通
事
故
の
相
談
は

　
　
　
自
動
車
保
険
請
求

　
　
　
　
　
相
談
セ
ン
タ
ー
ヘ

　
平
日
は
午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時

半
ま
で
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
で
、

専
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
応
じ
ま
す
。
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ

る
日
は
、
毎
週
水
曜
日
午
後
一
時
か
ら

四
時
迄
で
す
。
場
所
は
次
の
通
り
。

　
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八
二

　
　
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
階

新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　
電
話
〇
二
五
二
ー
二
五
－
一
八
五
一


